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大
和
の
遺
産

　

広
島
県
呉
市
に
「
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
通

称
・
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
」
を
訪
ね
た
。
史

上
最
大
の
戦
艦
「
大
和
」
に
投
入
さ
れ
た
技
術

と
こ
れ
を
産
ん
だ
造
船
の
町
・
呉
を
紹
介
す
る

施
設
だ
。

　

こ
こ
の
目
玉
は
な
ん
と
い
っ
て
も
縮
尺
十
分

の
一
で
再
現
さ
れ
た
大
和
。
縮
尺
模
型
と
は
い

え
、
も
と
の
船
が
船
だ
け
に
全
長
二
六
・
三
ｍ

と
そ
こ
ら
の
釣
り
船
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、

実
際
、
船
体
部
分
は
造
船
所
で
造
ら
れ
た
と
い

う
。
最
新
の
考
証
に
基
づ
い
た
詳
細
な
デ
ィ

テ
ー
ル
は
、
甲
板
上
の
兵
員
の
動
き
も
想
像
で

き
る
リ
ア
リ
テ
ィ
に
満
ち
て
い
る
。

　

大
和
と
い
う
と
悲
劇
的
な
沖
縄
特
攻
や
「
無

用
の
長
物
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先

行
す
る
が
、
そ
の
巨
体
を
目
前
に
し
て
感
じ
る

の
は
、
日
本
は
戦
争
の
仕
方
を
誤
っ
て
負
け
は

し
た
が
、
技
術
力
自
体
は
世
界
に
比
肩
で
き
る

レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
。

　

起
工
か
ら
就
役
ま
で
四
年
と
い
う
大
和
の
建

造
期
間
は
当
時
の
列
強
国
の
主
力
戦
艦
と
変
わ

ら
ず
、
し
か
も
大
和
は
よ
り
大
き
い
。
工
期
短

縮
の
切
り
札
と
し
て
船
体
を
い
く
つ
か
の
区
画

に
分
割
し
て
造
る
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
が
採
用
さ
れ

た
の
も
、
リ
ベ
ッ
ト
か
ら
四
六
セ
ン
チ
砲
に
至

る
部
品
ご
と
の
綿
密
な
工
程
管
理
と
高
い
工
作

精
度
が
伴
え
ば
こ
そ
だ
っ
た
。

　

日
本
が
焼
け
野
原
か
ら
わ
ず
か
数
年
で
復
興

の
足
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
近
代
工
業

を
ゼ
ロ
か
ら
吸
収
し
て
自
分
の
も
の
に
し
た
世

代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
存
分
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
う

の
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
る
。

■コンクリートクライシス

　高度成長期に数多く作られたコン

クリート製構造物が半世紀超の時期

を迎えた昨今、これらの劣化が想定

以上の速さで進行していることが大

きな社会問題となっています。こう

した既設構造物の維持管理には、新

規工事に匹敵する予算が必要ともい

われています。

　そうした実態から、今後のコンク

リート構造物にはその機能維持に過

大な労力を要しないことが求められ

ます。そこで簡便にコンクリートの

劣化防止に威力を発揮するのがここ

にご紹介する含浸・保護剤「ＲＣＧイ

ンナーシール」です。

■微小粒子が水をブロック

　コンクリートは、水の影響を直接

受けない環境下であっても経年劣化

が発生します。その主な原因は空隙

や毛細孔の存在であり、大気中の水

分・二酸化炭素・塩化物イオンなど

の劣化因子がこうした隙間に侵入し

ていることです。

　これを防ぐためにＲＣＧインナー

シールに含まれているのが、ナノテ

クノロジーを駆使した５～５０ナノ

メートルという微小な粒子コロイド

（ケイ酸ナトリウム・ケイ酸カリウム）

です。これが空隙、クラックから毛

細孔にまで浸透することで、劣化因

子の侵入する隙を与えません。

　さらにコンクリート内の水酸化カ

ルシウムと反応すると「Ｃ - Ｓ - Ｈゲ

ル」を形成し劣化因子を吸着してそ

の浸透を防ぎます。この毛細孔をふ

さぐ物理的な剛性強化と化学反応の

ダブル効果がコンクリートを保護し

ます。

　水分が内部に浸透しなければ凍結・

融解を起因とする膨張やクラックも

発生しないため、材質の安定性は飛

躍的に向上し構造物としての当初の

ＲＣＧインナーシール塗布済（右）と

未塗布（左）、２つのコンクリート検
体を水に浸すと、未塗布のものは毛
細管現象によって水が上昇していく
が、塗布済のものにはそれがほとん
ど見られません。

性能を長期に維持します。

■ランニングコスト低減

　ＲＣＧインナーシールは、無機質の

ため劣化がほとんどなく、一度の塗

布のみで継続的・定期的なメンテナ

ンスが大幅に軽減されます。また、

新たに発生したクラックに対する自

己修復能力も備えるなど、不意の変

化にも対応する柔軟性を兼ね備えて

います。

　これからの省エネ時代に向けて、

特殊な配合や技術も要さずランニン

グコストの低減を図れる切り札とし

て、ＲＣＧインナーシールは大いに期

待されます。


